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②
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規模の大小を問わず、多くの企業のお客様が、弊所を顧問弁護士事務所としてご依頼くださっています。契約書や社内規則の作成・修正、コンプライアンスに関するご相談、訴訟、

紛争対応など、ご遠慮なく、info＠imazulaw.com 又は代表電話（☎03-5224-3235）へご連絡頂ければ幸いです。発行日: 平成 31 年 4 月 23 日 発行元: 弁護士法人今津法律事務所  所在

地:東京都千代田区大手町 1-6-1 大手町ビル 8 階 当レターがご不要である方は、大変お忙しいところ恐れ入りますが、info＠imazulaw.com へご連絡頂ければと存じます。 
 

他
方
、
契
約
書
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、
従
来
は
年
６
％
又
は
年
５
％

で
あ
っ
た
遅
延
損
害
金
の
利
率
が
、
改
正

民
法
の
下
で
は
年
３
％
と
な
り
、
か
つ
変

動
制
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

遅
延
損
害
金
の
利
率
が
低
い
、
す
な
わ

ち
債
務
不
履
行
の
場
合
の
制
裁
が
弱
い
こ

と
は
、
契
約
を
遵
守
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い
で
す
し
、
ま

た
、
変
動
制
の
利
率
で
は
、
実
際
に
遅
延

損
害
金
を
請
求
す
る
際
に
、
ど
の
時
点
の

法
定
利
率
が
用
い
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る

必
要
も
生
じ
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
改
正
民
法
の
下
で
は
、
遅

延
損
害
金
の
利
率
に
つ
い
て
、
契
約
書
に

入
れ
て
お
く
重
要
性
が
、
従
来
よ
り
も
高

く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

次
回
か
ら
は
、
重
要
な
改
正
点
の
一
つ

で
あ
る
、
瑕
疵
担
保
責
任
に
関
す
る
改
正

に
つ
い
て
、
売
買
契
約
、
請
負
契
約
の
順

に
、
契
約
書
の
見
直
し
の
必
要
性
の
有
無

も
含
め
て
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

  

 

今
回
も
、
前
回
に
引
き
続
き
、
法
定
利

率
に
関
す
る
改
正
点
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

致
し
ま
す
。 

 

変
動
制
の
概
要 

 
 

 

前
回
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
と
お
り
、
改

正
民
法
で
は
、
法
定
利
率
に
変
動
制
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
詳
細
な
内
容
は
割
愛
さ
せ

て
頂
き
ま
す
が
、
金
利
の
一
般
的
動
向
を

示
す
指
標
が
大
き
く
変
動
し
た
場
合
に
、

法
定
利
率
も
そ
の
変
動
に
合
わ
せ
て
上
下

す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

法
定
利
率
の
変
動
は
常
に
発
生
し
得
る

わ
け
で
は
な
く
、
変
動
の
可
能
性
が
あ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
３
年
ご
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
変
動
す
る
場
合
は
、
小
数
点
以

下
は
切
り
捨
て
ら
れ
、
１
％
単
位
で
変
動

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ど
の
時
点
の
法
定
利
率
を
用
い
る
か 

 

 
変
動
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
遅
延
損
害
金
の
算
定
や
、
中
間
利

息
控
除
額
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
ど
の

時
点
の
法
定
利
率
を
用
い
る
か
、
と
い

う
問
題
が
新
た
に
生
じ
ま
す
。 

 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
改
正
民
法
で

は
、
遅
延
損
害
金
の
算
定
に
あ
た
っ
て

は
、
債
務
者
が
遅
滞
の
責
任
を
負
っ
た

最
初
の
時
点
、
中
間
利
息
控
除
額
の
算

定
に
あ
た
っ
て
は
、
損
害
賠
償
請
求
権

が
生
じ
た
時
点
の
法
定
利
率
を
用
い
る

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

改
正
に
と
も
な
い
留
意
す
べ
き
点 

  

遅
延
損
害
金
の
利
率
は
、
当
事
者
の

合
意
に
よ
っ
て
、
民
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
内
容
よ
り
も
高
く
修
正
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
の
で
、
契
約
書
で
は
、
遅

延
損
害
金
の
利
率
を
、
年
１
４
．
６
％

な
ど
と
定
め
る
こ
と
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
合
意
は
、
改
正
民
法

の
下
で
も
引
き
続
き
有
効
で
す
。 

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー 

弁
護
士
法
人

今
津
法
律
事
務
所 

残すところ数日となった平成最後のニュースレ

ターです。新元号が発表された4月1日には、弊

所内でも「自分の名前の一文字が採用されない

かな」と皆で盛り上がっていました。（残念ながら

誰も当てはまりませんでした。）その頃には聞き馴

染みがない「令和」でしたが、もうすっかり慣れ、

「令和」にしっくりきている自分がいます。 令和最

初のニュースレターも、どうぞお楽しみにしていた

だければ幸いです。（事務局/竹下）     
 

 
 

 

日
本
商
事
仲
裁
協
会
の
仲
裁
規
則
の
改
正 

 
 

本
年
１
月
１
日
か
ら
、
日
本
商
事
仲

裁
協
会
に
お
い
て
、
新
た
な
仲
裁
規
則

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
企
業
と
の

間
で
契
約
を
締
結
す
る
場
合
、
こ
の
改

正
が
関
係
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

【
仲
裁
と
は
】 

 

一
般
に
、
国
内
企
業
同
士
で
紛
争
が

生
じ
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
は
解
決
で

き
な
い
場
合
、
裁
判
所
で
の
訴
訟
な
ど

に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
海
外
企
業
と
の
間

で
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
中
立
性

や
、
判
決
に
基
づ
く
強
制
執
行
の
可
否

な
ど
の
観
点
か
ら
、
訴
訟
で
は
な
く
仲

裁
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。 

な
お
、
こ
こ
で
の
「
仲
裁
」
と
は
、

話
し
合
い
を
援
助
す
る
手
続
で
は
な

く
、
当
事
者
が
、
紛
争
解
決
を
民
間
の

中
立
的
な
仲
裁
人
の
判
断
に
委
ね
、
仲

裁
人
の
判
断
に
服
す
る
手
続
で
す
。 

 

訴
訟
と
仲
裁
で
は
、
相
違
点
が
い
く

つ
か
存
在
し
ま
す
が
、
仲
裁
の
場
合
に

は
、
弁
護
士
費
用
だ
け
で
は
な
く
、
仲

裁
人
の
報
酬
も
当
事
者
が
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
多
額
の
コ
ス
ト
が
発
生

し
て
し
ま
う
点
が
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
。 

仲
裁
に
よ
る
解
決
と
す
る
た
め
に

は
、
契
約
書
に
お
い
て
、
紛
争
は
仲
裁

に
よ
っ
て
解
決
す
る
旨
、
仲
裁
条
項
を

定
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
日
本
商
事
仲
裁
協
会
と
は
】 

 

仲
裁
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、
仲
裁

機
関
も
選
択
し
て
お
く
こ
と
が
一
般
的

で
す
。
仲
裁
機
関
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仲
裁
規
則
を
も
と
に
仲
裁
の
手
続
を
支

援
す
る
機
関
で
あ
り
、
各
国
に
存
在
し

ま
す
。
日
本
に
存
在
す
る
仲
裁
機
関

が
、
日
本
商
事
仲
裁
協
会
で
す
。 

 

【
新
た
な
仲
裁
規
則
の
内
容
】 

 

従
来
、
日
本
商
事
仲
裁
協
会
に
は
、

①
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
仲
裁
規
則
と
②

商
事
仲
裁
規
則
の
２
種
類
の
仲
裁
規
則

が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
①
は
Ｕ
Ｎ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
（
国
連
国
際
商
取
引
法

委
員
会
）
が
定
め
た
規
則
、
②
は
日
本

商
事
仲
裁
協
会
が
定
め
た
規
則
で
す
。 

 

時
事
ニ
ュ
ー
ス 

～
有
給
休
暇
の
時
季
指
定
義
務
の
施
行
開
始
～ 

以
前
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て
、
年
１
０
日
以
上
の
有

給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
て
は
、
う
ち
５
日
に
つ
い
て
、
付
与
日
か
ら
１
年
以
内
に
、
使
用
者

が
時
季
を
指
定
し
て
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
罰
則
も
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
既
に
年
５
日
以
上
取
得
済
み
の
労
働
者
に
対
し
て
は
、
時
季
指
定
は
不
要
で
す
。 

年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
の
作
成
も
新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、
使
用
者
と
し
て
は
、
賃
金
台
帳
に
表

を
追
加
す
る
等
し
て
、
労
働
者
ご
と
に
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
上

で
、
例
え
ば
半
年
後
等
の
段
階
で
取
得
日
数
が
年
５
日
未
満
の
労
働
者
に
対
し
て
は
、
自
発
的
な
取
得
を
促

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
使
用
者
か
ら
時
季
指
定
を
行
う
場
合
に
は
、
就
業
規
則
へ
の
規
定
が
必
要
で
す
。 

平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
２
回
目
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
お
届
け
致
し

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
所
だ
け
、
ご
笑
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

弁
護
士  

今
津  

泰
輝 

①
も
②
も
、
仲
裁
人
の
報
酬
は
タ
イ

ム
チ
ャ
ー
ジ
制
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

②
の
方
が
、
相
対
的
に
や
や
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
金
額
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
商
事
仲
裁
協
会
で
は
、
以
上
２

種
類
の
仲
裁
規
則
に
加
え
て
、
本
年
１

月
１
日
か
ら
、
③
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ

仲
裁
規
則
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
③
で

は
、
手
続
の
進
行
を
当
事
者
任
せ
と
し

な
い
た
め
に
、
当
事
者
と
仲
裁
人
と
の

対
話
を
義
務
化
す
る
と
と
も
に
、
仲
裁

⼈
の
報
償
を
定
額
化
し
て
い
る
点
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
仲
裁
人
の
報
酬
が
抑

制
・
定
額
化
さ
れ
た
③
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。 

 

【
③
の
場
合
の
仲
裁
条
項
】 

今
回
新
た
に
施
行
さ
れ
た
③
が
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
場
合
に
は
、
契
約

書
の
仲
裁
条
項
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を

明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日

本
商
事
仲
裁
協
会
が
公
表
し
て
い
る
③

用
の
仲
裁
条
項
の
モ
デ
ル
条
項
を
も
と

に
規
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

弁護士法人 

今津法律事務所 
IMAZU LAW OFFICES 

〒100-0004 

東京都千代田区 

大手町 1-6-1 

大手町ビル 8 階 

☎ 03– 5224- 3235 

セミナー講師としてお招き頂きました  
1日集中講習会 「判例から学ぼう！管理職に

求められるハラスメント対策」  

 弊所弁護士今津泰輝と坂本敬が、2019年2月

13日（水）に、東京都千代田区所在の中央大学駿

河台記念館にて開催された、1日集中講習会「判

例から学ぼう！管理職に求められるハラスメント

対策」（エヌ・ジェイ出版販売株式会社様主催） 

の講師としてお招き頂きました。 

 今後も、弊所においても様々なテーマでセミ

ナーを開催してまいりたく存じますので、是非ご

参加いただければ幸いです。 

  
 

 


